






要約:トレッドミル負荷試験を行った冠動脈病変のない川崎病既往例の運動耐容時間、心

拍数、血圧の反応は正常群と差はなく、運動耐容能は正常と思われた。運動負荷による ST

下降は 117 例中、13 例に認めたが 0.2mV 以上の下降はなく胸痛などの症状もなかった。

また、血管造影で狭窄病変が認められた 11 例中では 3例のみに ST 下降が認められただけ

で陽性率は低く、トレッドミル負荷試験による冠動脈病変の有無、重症度の判定は困難と

思われた。


